








Ⅰ.はじめに

川崎病が報告されて既に10数年が経過し,症例数は年を追って増加しているが,

乳児期に罹患したものが既に多数学齢に達したので,その心臓後遺症の取扱い

は学校保健上重要な問題となった。後遺症を残さず治癒した者はもちろん,冠

動脈の閉塞動脈瘤や,狭窄を残した者でも,できる範囲で体育に参加させてやり

たい。また,川崎病の既往歴をもつ児童の全例に冠動脈造影を行なうことは,量

的な問題からも明らかに不可能であるので,何かこれに代る後遺症の発見方法,

あるいは管理基準の決定のための指標を得る比較的簡単な方法はないかと考え

たのが,この研究の目的である。


